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資
本
協
調
方
法
ε
七
て
の
利
潤
配
分

二

)

田

島

錦

治

第

一
節

利
潤
配
分
方
法
の
起
原
及
び
獲
達

利
潤
配
分
即
ち
雇
主
陀
る
企
業
者
か
其
企
業
の
利
金
の

　
部
を
豫
定
の
約
束

に
從
ひ
て
彼
の
雇
傭
勢
働
者

に
配

分
す
る
方
法
は
・
簗

に
於
て
騰

に
陳
腐

の
問
題
に
属
す

る
讐

れ
こ
も
、
我
国

に
於
て
は
寧
ろ
新
鮮
の
問
題
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ε
謂

ふ

べ
く
。
少

く

ε
も

現
時
我
国
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塑
働
争
議

を
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し
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ゆ

る
勢
働

資
本
協

調

の
實
を
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く

へ
き
重
要
な
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方
法
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ε
し
て
推

組
す

る
償
億

あ
ぜ

ε
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ず
。
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の
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の
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・
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。
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の
畢
者

は
千

八
百
三
十

二
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頃

に
英

国

に
於

て
.
唱
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・
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い
↓
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撚

れ

ε
も
此
方

法
を
行

ひ

て
朝
野

の

政
治
家
學

者
及

ひ

一
般

民
衆

の
注
意

を
喚
起

し
、
多
大

の
礪
賛

を
博

し
、
且
最
も
善

く
成
功
し
た

る
は
佛

國
巴

里

の
家
屋
塗

飾
師

ル
ク

レ
ー

ル
氏

〔
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[
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な

り
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す
。
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千
八
百
四

十
二
年

に
其

使
役

せ
る
三

百
人

の
勢
働
者

の

一
部

に
封

し
て
利
潤
配

分
を
断
行
毛

、
之

か
爲

に
利
潤

は
年

々
著

る
し
一
増
加
し

、
雇
主

た
る
氏
も

氏

の
雇
人

も
共

に
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幅
を
享

一

る
を
得

た
り
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塒
佛
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知
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麗
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極
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翠
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梯
団
は
勿
論

、
其

他

の
國

に
於

て
敷
多

の
追
随
者
を
惹
起

し
、
佛
國

に
於
て
は
千
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追
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よ
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の
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米

國
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例
)
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ボ
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の
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へ
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ボ

エ

ー
メ

ル
ト
氏

の
掲
…け
た

る
百
二
十
例

の
中
三

十
八

は
真
正

な
る
利
潤

配
分
方
法

に
罪
す

し
て
、
賞
典
金

の
如

き
も

の
な
り
。

叉

ギ

ル

マ
ソ
氏
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描

く

る
所
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米

に
.

詳

密
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英
国
に
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饗

り
、
.即
ち
僅

か
に
九
例
を
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馨

も
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の
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の
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量

國
學
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蒐
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九
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な
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・
も
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於
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減
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し

て
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四
+
二
寒

り
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共
中
佛
國
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在
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も
の
八
+
八
、
英
国
八
+
四
、、
獅
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三
+
二
、
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国
二
+
三
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瑞
西

白
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義

、
和
蘭

、
伊
太
利

、
瑞

典
及
ひ
露
西

亜

に
在

乃
も

の
十
五
塗
り
。

街
同
報
告

に
依
れ
ば
、
前

記
梯
団

の
利
潤

配
分
方
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を
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の
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詳

細
な
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省
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把
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八
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業
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四
)

五
〇
二

に
就

て
見

る
に
、
,利
潤
配

分
額
は
勢
賃

の
百
分

↓
乃
至

四
十

一
に
し
て
、

塗
禮

の
孕
均

は
.勢
賃

の

百
分

の
八
・
九

一
に
達
す
。
之
商

標
馨

調
査
を
英
国
雰

に
施
・
す
に
、
同
国
の
利
潤
配
塾

は
餐

の
募

五
西

無

き
す
。

前
述

の
如

く
第
十
九
世
紀
の
後
年
に
於
て
利
潤
配
分
方
法
は

多
藪

の

高
名
な

る
學
者

の
稠
賛
を
博
し
た
れ
ε

　

　

も
、
養

施
の
進
歩
は
意
外

に
遅
緩
に
し
て
、
新

婚

麓

る
者
あ
れ
は
叉
ボ
ゴ

し
馨

も
の
あ
り
・
紺
緯
を
拶

　更

し
た

る
も

の
あ

り
。

前
掲

ブ
リ

ツ
グ

ス
會

耐

の
如

き

は
方
法
中

止

の
著

る
し

き
例

に
し
て
、
巴

里

オ

ル

レ
ア
ン

鐵
道
會
祉
の
如
き
は
組
織
攣
更
の
著
.る
し
き
例
な
り
手

。
然
れ
毫

夙
に
此
方
法
を
貴
行
し
た
る
會
肚
に
し
て

今
日
猶
縫
精
し
、
而

か
も
益
々
優
頁
な
る
成
績
を
擘
け
つ
＼
あ
左
も
の
亦
砂

か
ら
す
噂
前
掲
、

ル
ク

レ
ー
ル
氏
の

後
繊
者
及
ひ
巴
里
の
有
名
な
る
百
貨
商
店
ボ
ソ
・
マ
ル
シ
ェ
(言
書

8

い
。
。匪
昼

閉
。
昌
竃
弾
「。冨
)
の
如
き
は
是
な

」
り
。
蓋
し
前
世
紀
.の
終
期
に
於
て
は
利
潤
配
分
方
法
は
欧
米
に
於
て

一
時
弛
緩
の
瓶
態
を
呈
し
.㌦
雇
主
も
勢
動
者

も
之
に
謝
し
て
頗

る
冷
淡
の
態
度
を
持
し
、
濁
り
學
者
の
奮

に
依
り
て
熱
心

に
之
を
主
張
す

る
も
の
あ
.る
に
止
ま

り
し
か
、
最
近
時

に
於
け
る
企
業
者
樹
勢
働
者
間
の
不
安
及
ひ
紛
争
は
却
て
両
者
聞
に
愛
協
黙
を
獲
見
す
る
の
必

要
を
威
せ
し
め
、
而
し
て
利
潤
配
分
方
法
か
本
家
固
有
す
る
斯

の
長
所
は
恰
も
此
必
要
に
投
ず

る
こ
ξ
蓬
な
b
、
.

今
や
其
賓
施
は
欧
米
塒

に
米
国

に
於
て
漸
く
活
韻
の
歌
態
を
呈
す
る
に
至
れ
り
。
千
九
.百
十
八
年
に
米
国
の
學
者

.

及
ひ
喪
業
家
の
二

團
の
合
著
に
成

る

「
利
潤
配
分
方
法
の
理
論
及
ひ
實
際
」

ざ
題
す
る
著
書
は
正
に
此
黙
を
論
調

■
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利

潤

配

分

方

法

を

稠

賛

し

た

る

學

者

は

前

述

せ

る

シ

ユ

ブ

リ

エ
、

ミ

ル

、

ソ

ー

ン

ト

ン
、

フ

ォ

ー

セ

ッ

ト

、

ボ

エ
ー

メ

ル

ト

っ

ギ

ル

マ

ン
諸

氏

の
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俳
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∩
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等

諸

氏
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暴

け

さ

る

へ
か

ら

す

。
叉

佛

國

に

於

て

は

手

入

百

七

十

九

年

に

「
佛

國

利

潤

配

分

方

法
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究
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會
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訂

霊
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∩
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賦
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四
員

ゆ
曾

監

∩
①
ご

の

設

立

を

見

、

年

四

回

の

雑

誌

を

獲

行

せ

り

。

千

八

百

八

十

九

年

に

は

巴

里

に
「
利

潤

配

分

方

法

國

際

會

議

」
(
∩
。
口
」q
議

的
巨

。
三
豊

昌
餌
}
飢
。

『

嚇

「
膏

昼
葺

o
目

窪

囲

び
価
目
窪

。
①
切
)

開
設

せ
ら
れ
た
り
。
米
国
に
於
て
は
↑
八
百
九
+
二
年

に

「
利
潤
配
分
方
法
振
興
協
會

(穿

。
・藍

9

§

浮

・

国
o
巳
。ま

『
o
h
中
o
弊

ω
一巳匿

ロ
σq
)
改

立

せ
ら
れ

た
b
。

而
し
て
最
近
時

に
米
国

に
於

て
、
.此

方
法

の
研
究

、
宣
傳

及
ひ
報
告

に
閲
す

る
出
版
物

は
甚

多
し
、

今

】
々
列
託

せ
す

、

〔前
掲

バ
ー
リ
ッ
.ト
氏
寺
合
著

「
利
潤
配

分
方

法

の
理
論

及
ひ
實
際
」
.
一
乃

至
三
頁
及

ひ
.ル
ロ
ワ
・
ボ

ー

リ

ユ
工
兵

「
経
済

學
め
理
論

及
ひ
實

際
」
第
六
版
築

二
巻
五

九
九

百
ハ乃

至
山
ハ
九

一二
頁
参
昭
贈
。
.

.

.

蓋

し
我
国

に
於

て
も

利
潤
配
分
方
法
叉

は
之
に
似
π

る
方

法
を
實

施
す

る
商
工
業
者

み

る

へ
し
ざ
錐
も

、
未

だ

欧
米

に
於
け

る
如

き
研
究

及
ひ
調
査

の
機

關
な
き

か
故

篤
、
固

よ
b
其
状
況
を
詳

に
し
瓦
之
を
比
較

論
評
す

み
の

鯨
地

な
し
。
黙

れ

ε
も

我
国
産

業
界

の
琉

歌

に
照

し
此

方

注
か
諸

方
面

に
有
数

に
採
用
施

行

せ
ら

る

へ
き
も

の
な

論

叢

勢
働
資
本
協
調
方
法
こ
し
て
の
利
潤
配
分
二

〉

第
†
二
巻

〔第
四
號

五
)
.
五
〇
三

レ



賢

.

冒

論

叢

痔
働
資
本
協
調
方
法
こ
し
て
の
利
潤
配
分
(
「)

第
十
二
巻

(第
四
號

六
)

五
〇
四

る
は
、
余

の
確
信

す

ち
所

な

る
を
以

て
、
以

下
聯

か
此

方

注
の
本
質

を
説
明

し
て
圭

ε
し
て
商
工
業
者

の
蓼

照

に

資

し
、
併

せ
て
學
者

の
叱
正
を
仰

か
ん
ε
欲
す

、

〆

第
二
節

利
潤
配
分
方
法
の
本
質

む

む

む

ひ

　

　

利

潤

配

分

方

法

(
英

℃
「
。
節

・・
げ
箇
畦げ
喚

佛

訂

で
胃
斤
【6
…彊

二
。
口

四
具

す
曾

雪

8

。・
、
狸

Ω
・
三

雪

げ
①
子

ω
閂=
σq
巨

㈹
)
即

ち

企

ロ

む

業
者
の
利
潤
を
雇
傭
労
働
者
に
配
分
す

る
方
法
の
本
質
を
明
に
せ
ん
ε
徴
せ
は
、
先

っ
利
潤
の
何
た
る
か
を
説
く

を
要
す
。

む

む

利
潤

は
我
国

の
通
用
語

に
て

は
利
金

ε
稠

せ
ら

る
、
佛

國

に
於
て

暇
。
節

か
俗

に

竃
目
窪
8

ε
稠

せ
ら

る
る

ε
似

た
b

。撚

れ
ε
も

華
語

ε
し

て
は
利
潤

ε
呼

ふ
を

可

ざ
す

。
蓋
し

利
益

は
利
潤

よ
b

は

一
層
置

く
肚

會
上
政
治

上

の
事
賢

に
就

て
弊
害

叉
は
損
失

の
反
謝

ε
し
て
用

ゐ
ら

る
れ
・こ
も
、
経
済

畢
上
英
語

の

臣
。
鷺
。
即

佛
語

の

げ

宮
。
聖

濁

語

の

号
「
d
日
常
彗
魯
ヨ
。
「碧
三
目
μ
に
當

る
語

ε

し
て
は
利
潤
を
通

當

な
り

ε
す
。

、
利
潤

ざ
は
、

一
口

に
盲

は
は

、
萱

贋
の
原
償

に
超

ゆ

る
額

な
れ

ε
も
、
梢
詳

か
に
吉
口
は
は
、
企
業

者

の
各

事

業

年
度

(又
は
其
各
半
期

)
の
損
益

計
算
表

に
於
て
総

牧
入

よ
b
総
支
出

即
ち
生
産
費

を
控
除

し
た

る
残

額

な
b
。

生

産
費

は
左

の
各
項

よ
り
成

る
。

①

生
産

用

に
供

し

π
る
土
地

の
地
代
。

②

生
産

用

に
供

し
π

る
資
本

の
利
子
。
.
-



働
雇
傭
勢
働
者
の
勢
賃

(役
員

の
給
料
を
含
む
)
。

㈹
消
耗
し
だ
る
流
動
資
本
の
塗
償
幣
及
ひ
固
定
資
本
の
減
慣
補
充
積
立
金
。
.

㈲
不
慮

の
損
失

の
危
険
に
謝
す
る
準
備
積
立
金
。

企
業
者
か
自
己
所
有

の
土
地
を
生
産
用

に
供
し
だ
る
場
合

に
は

其
地
代
相
當
額
を

生
産
嚢
中
に

加
ふ
る
を
要

す
、
彼

か
自
己
所
有
の
資
本
を
生
・雇
用
に
供
し
だ
る
場
合
に
は
其
利
子
相
當
額
を
回
し
く
塗
産
費
中
に
加

ふ
へ
き
.

も
の
な
b
。
而
し
て
若

し
彼
か
勢
働
者
ε
同
種
の
勢
働
を
親
ら
駕
し
π
る
場
合
に
は
其
勢
賢
相
常
額
を
生
産
費
中
.

.

に
計
算
す
・へ
き
は
勿
論
な
れ
ε
も
、
謂
ゆ
る
支
配

の
給
料

ぞ
p
αq
8

。
「
り。
看
。
「巨
①
・畠
5
8
)
な
る
も
の
も
亦
同
様
な

b
こ
す
。
支
配
の
給
料

ε
ば
企
業
者

か
親
ら
業
務
を
据
當
し
、
勢
働
者
を
指
揮
監
督
し
、
原
料
の
購
買
商
品

の
販

萱
を
管
理
す
る
等

一
切
の
精
神
的
勢
務
に
劃
す
な
報
酬
見
積
額
な
り
ピ
す
。
蓋
し
彼

か
北
勢
務
を
親
ら
爲
さ
さ
る

場
合
に
は
有
給
支
配
人
を
任
用
す

△
く
、
而
し
て
此
有
給
支
配
人
に
與
ふ
る
給
料
は
前
掲
⑤
の
生
産
費

に
相
賞
す

る
か
故
に
、
企
業
者
自
身
か
業
務
撚
當
の
勢
セ
執
り
π
る
場
合
に
彼
の
支
配
の
給
料
を
見
積
り
生
産
費
中
に
計
算

す

へ
き
は
當
㎜然
な
・り
ε
す
。
.
.

,

多
敷
の
學
者
は
、
.企
業
者

か
自
己
の
土
地
資
本
又
は
勢
働
(
業
務
捲
當
)
を
生
産
的
に
提
供
し
た
る
場
合
に
見
積

.

.る

へ
き
地
代
利
子
叉
は
給
料
は
、
他
人
の
土
地
資
本
ヌ
は
勢
働
に
劃
㍗
て
與

ふ
る
も
の
よ
b
租
高
く
定
む

へ
き
を

主
張
す
。
其
理
由
は
後
場
合
は
常
に
利
得
す

る
の
安

一6
あ
れ
ざ
も
、
前
場
合
は
往
々
損
失
す

る
の
危
険
あ
み
ε
謂

論

叢

勢
働
資
木
協
調
方
法
ピ
し
て
の
利
潤
配
分
(
こ

第
+
ご
巻

(第
四
號

・
七
)

五
〇
五



、
■

圏

論

叢

労
働
資
本
協
調
方
法

ピ
し
て
の
利
潤

配
分
(
こ

第
+
ご
巻

(第
四
.號

八
)

五
〇
六

ふ
に
在
り
。
此
事

陀
る
固
よ
b
事
業
の
性
質

か
多
く
危
険
性
を
帯
ぶ

る
か
否
か
に
億
ひ
で
斟
酌
…す
る
を
要
守

る
は

論
を
蝶
々
す

ど
難
も
、

一
般
に
吉
は
は
企
業
者
か
自
己
の
提
供
し
だ
る
土
地
資
本
及
ひ
勢
力
に
封
ず

る
報
酬
を
醗

b
に
高
く
見
積

る
ご
き
は
、
各
事
業
年
度
〔
叉
は
其
各
半
期
)め

損
益
計
算
表
に
於

て
算
出

せ
ら
る
る
利
潤
の
額
は

過
少
又
は
皆
無
ざ
な
ゆ
、
從
て
縦
使
利
潤
配
分
宙
法
の
豫
約
あ
る
も
、
そ
れ
は
有
佐
無
實

の
結
果
に
了
る

へ
き
な

.

レ
。
況
や
前
掲
㈲
の
不
慮
の
損
失
の
危
険
に
封
ず

る
準
備
積
立
金
の
、一
項
別
に
存
在
す
る
に
於
て
を
や
。

企
業
者

の
利
潤
の
何
た

る
か
は
前
述
の
如
し
。
從
て
利
潤
配
分
な
る
も
の
は
此
利
潤
の
中
よ
b
勢
働
者

に
支
給

せ
ら
る

へ
き
も
の
な
り
。

さ
れ
は
企
業
者
か
其
事
業
年
度
の
中
間
に
於
て
通
常

の
勢
賃

の
外

に
増
給
す
る
各
種
の

賞
典
金
、
割
増
金
等
ε
自
か
ら
其
性
質
を
異
に
す

る
.は
明
な
り
。
此
等
は
勢
働
者
を
奨
顕

し
、
.其
生
産
能
力
を
増

進
す

る
爲
に
、
又
は
基

異
好
な
る
結
果
に
謝

し
て
給
興
す

る
も

の
に
し
て
、
其
性
質
は
寧

ろ
勢
賃
の

一
部
な
う
。

.

故
に
雇
主
か
之
を
與
ふ
ε
否
ご
は
利
潤
の
大
小
有
無
に
從
ぷ
も
の
に
非
す
。
之
に
反
し
て
利
潤
配
分
は
唯
利
潤

の

有
り
し
場
合
に
、
莫
大
小

に
慮
し
て
其

一
.部
を
勢
働
者
に
給
興
す

る
方
注
に
し
て
、
縦
使
此
方
法
の
實
施

か
勢
働

者
の
生
産
能
力
を
増
進
す
る
の
数
黒
め
る
こ
も
、
前
掲

の
賞
典
金
、割
増
金
の
如

き
生
産
費

の

一
部
を
成
す
も
の
ε

異
な
り
、
こ
れ
は
利
潤
の

一
部
を
成
す
も
の
な
り
。
是
れ
両
者

の
互

に
相
異
な
る
要
黙
な
b
ε
す
。
今
諸
種

の
勢

賃
支
梯

の
様
式
中
、
利
潤
配
分
方
法
に
往
々
混
同
せ
ら
る
る
も

の
を
左
に
列
叙
す

へ
.し
。

σゆ
累
進
勢
賃

(ω
p霞
「。
隣
。
σq
厨
』。{叩も

「。
噂
①
ω。・竃

/護

σq
。
)

「

「

、



こ
れ
は
豫
定

の
時

に
豫
定

の
額

愈
超

ゆ

る
生
産

を
籍

し
た

る
場

合

に
、

其
超
過

生
産

額

に
謝

し
て
労
賃

の
割
増

を
鍋
す
方

法
な
り
。
此

方
法
を
更

に
分
ち

て
箇

別
的

ε
合
衆
的

の
二
種
ε
す
。
箇

別
的
累
進

勢
賃

(しq
巴
巴
苫

℃
.o
-

げQ
「2
・。義

目
岳
i
曾
Φご
の
例

を
墨

く

れ
は

エ
ミ
ー

ル
・
シ

ユ
ゾ
リ

ェ
氏

か
其
著
「
第
十
九

世
紀

の
勢
賃

」
巴
題
す

る
書
中

に
曰
く

『
↓
の
漁
網
、工
場

に
於

て
左

の
方

法

に
て
勢
賃

を
支
彿

ふ
、

一
ケ
月

に
於

て
十
六
張

の
漁
網

叉
は
其

れ
以

フ

ラ
ン

下
を
作

b
陀

る
者

に
勤

し
て
は
毎
張

三
法

を
與

へ
、
十

六
張

よ
b

以
上
を
作
b
た

る
者

に
記

し

て
は
其
第
十
七
及

ひ
第
十

八

の
三
振

に
謝

し
て

三
法
五

十

サ

ン
チ
ー

ム
宛

を
與

へ
、

第

十
九
及

ぴ
第

二
十
の
二
張

に
.饗

し

て

四

法

施
を
與

へ
、
第

二
十

一
及

ひ
第

二
十

二
に
謝
し
て

は
五

法
宛

を
與

ふ
』

蓬

(国
目
詰

∩
訂
く
性
。
ぴ
『
窪

Q∩
p
巨
『①
窒

×
剛×
・
し。
闘豊

。
…
羅

「β

出

塁
巳
δ
夢

月
重

傷
臣

8
量

・印
象

中
豊

ρ
二
Φ
良
.田

。
8
巳
。
ま

藍

碧
9

ひ。盆

・
目
・
N
も

・戯
ε

。

次

に
合
衆
的
累
進
勢

賃

〔ω
巴
四
冨

箕
o
製
霧
い鞘
∩
。]『
銭
こ

の
例

は

ル
ロ
ワ
・
ボ

ー
リ
.ユ
ー
氏

か
前
掲

書
第

二
冊

六

〇

一
頁

に
載

せ
π

る
も

の
あ
b
。
之

に
皿依
れ
は
、
佛

國

の
或

る
…裂
紙
場

(例

へ
は

旨
旨
■
目
p
.。
oげ
。
山
。
ロ
σ
Φ「こ

に

於

て
、
其

工
場
中

生
産

能
力
弱

く
し

て
毎

月

二
萬

乃
至

二
萬

五
千

キ
・ロ
グ
ラ

ム
を

生
産
す

る
に
過

ぎ

さ
る
も

の
の

生
産
額

を
増

加

せ
ん
か
爲

に
、
二
萬
五
千

キ

ロ
グ

ラ

ム
以
上
を
生
産

し
得

た

る
場

合

に
は

一
千

キ

ロ
グ
ラ

ム
の
増

額
毎
.に
各
職

工
に
饗
し

て

一
法

を
増
給
す

る
こ
ご
を
約

束
し
た

る
に
、
生
産

額
は
爲

に
増
加

し
て
從

來

二
萬

キ

・

グ

ラ

ム
の
産
額

の
工
場

は
四
萬

五
千
を
産
出
す

る

に
至

り
、

二
萬

五
千
産
額

の
者

は
五
萬
を
産

出
す

る
に
至

れ
b

己
云

ふ
。論

叢

勢
働
資
木
協
調
方
松
ε
し
て
の
利
潤
配
分
(
])

第
+
二
巻

露

四
號

九
)

五
〇
七



論

叢

勢
働
資
本
協
調
方
法
こ
し
て
の
利
潤
配
舜
(
ご

第
十
二
巻

(第
四
號

一
〇
)

五
〇
八

要
す
る
に
個
別
的
累
進
勢
賃
方
法
は
勢
働
者
各
人
の
産
額
増
加
に
射
し
て
割
増
勢
賃
を
與

へ
、
合
衆
的
累
進
勢
.

賃
方
法
は
勢
働
者
全
鶴
の
産
額
塘
加
に
撤
し
て
各
人
に
割
壇
勢
賃
を
與
ふ
る
も
の
な
り
ε
す
。
蓋
し
此
二
方
注
は

共
に

一
定
時
期
聞

に
於
け
る
生
産
額
を
益

々
増
加
せ
し
む
る
こ
オ
に
由
り
て
、

一
般
的
生
産
費
、
即
ち
土
地
建
物

の
賃
借
料
、
監
督
費
、
資
本
の
利
子
雑
誌
費
用
の
生
産
物
各
箇
宛
に
要
す

へ
き
部
分
を
益
々
減
少
せ
し
め
、
從
て

企
業
者
の
利
潤
を
増
加
す
る
結
果
を
生
す

へ
き
も
の
な

る
か
故

に
、
學
者

か
往
々
、之
を
利
潤
配
分
方
法
ε
混
同
す

る
は
亦
怪
し
む
に
足
ら
す
。
撚
れ
ご
も
企
業
者
か

一
旦
約
束
し
た
る
累
進
勢
賃
は
、
縦
令
彼
か
其
事
業
年
度

に
於

て
損
失
を
蒙
む
り
π
る
場
合
に
も
、
當
然
之
を
支
挑
ふ

へ
き
も

の
に
し
て
、
勢
働
者
は
之
を
受
取

る
へ
き
権
利
め

る
あ
の
な
り
ε
す
。

ル
ロ
ワ
・
ボ
ー
リ

ユ
一
貫
は
比
熱

に
關

し
て

顕
著
な
る
實
例
を
翠
く
、
曰
く

「
累
進
勢
賃
を

縫
績
し
て
貴
行
し
た
る
諸
工
場
の
中
に
は
、
.膏

に
利
潤
を
臓
ち
得

さ
り
し
者
あ
る
の
み
な
ら
す
、
往

η
倒
産
し
て

勢
働
者
の
貯
蓄
預
金
を
も
蕩
議
し
た
る
者
す
ら
あ
り
た
り
。
例

へ
は

客

国
口
く
①
昇
①
の
管
理
し
た
る

ω
。ゲ
尽
臥

α
①

目
Φ旨
?
客
9
「Φ
の
如
き
は
是
な
り
』

ε
(前
掲
蛍
呈
ハ
〇
二
頁
塾
照
)

②

原
料
節
約

に
謝
す
る
賞
金
(一霧

刀
ユ
目
窪

P
ま
8
き
一首
。
α
留

日
鑑
卑
。
。。
暇
。
目
串
「。巴

こ
れ
は
例

へ
は
火
夫
叉
は
技
手
か

【
定
の
動
力
を
起
し
、
叉
は
製
作
を
成
す
に
清
費
す
る
石
炭

の
量
を
節
約
し

た
る
場
合
に
奥
ふ
る
賞
金
、
叉
は
手
袋
職
工
か
或

一
定
の
瓠
の
手
袋
を
作
る
に
要
す

る
革
の
量
を
節
約
し
た
る
場

合
に
與

ふ
る
賞
金
等
の
如
く
其
類
例
は
固

よ
り
故
塁
す
る
に
遽
あ
ら
す
。
而
し
て
此
等
も
亦
利
潤
配
分
ε
同
脱
す



へ
き
も
の
に
非

さ
る
は
明
な
り
。

働

出
來
高
彿
勢
賃

に
饗
し
、
生
産
物
の
費
債
の
高
さ
に
塗
し
て
割
増
を
附
す

る
方
法

こ
れ
は
例

へ
は

或
品
物
の
半
均
質
憤

か
十
圓
な
る
窪
き
、
之
よ
b
高
慣
に
費
れ
る
品
物
の
生
産
者
に
饗
し
で
、

十
圓
を
超
ゆ
る
萱
債
の
部
分
の
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
賞
典
す
る
か
如
き
も
の
な
り
。
此
方
法
は
出
家
高
佛
勢
賃

の
弱

黙
、
即
ち
生
産
物

の
分
量
を
多
く
す

る
爲
に
品
質
を
粗
悪

に
す

る
弊
を
防
く
に
布
敷
に
し
て
、
産
業
の
進
歩
に
資

す

る
こ
蓬
甚
大
な
り
。
黙
れ
ε
も
是
亦
利
潤
配
分
方
法
ε
同
視
す

へ
き
も
の
に
非
す
。

㈹

滑
準
勢
賃
方
法
(Qり
[三
夷

・・。
巴
9

諺
。ゴ
匙
①
日
o窪
。
号
。・
④巴
弾
鵠
)

こ
れ
は
或

一
定
時
に
於
け
る
生
産
物
の
萱
償
を
標
準
債
ざ
し
、
其
生
産
に
従
事
し
た
る
勢
働
者

の
労
賃
を
標
準

勢
賃
ε
し
、
生
産
物
の
萱
債
か
共
標
準
慣
を
上
下
す

る
に
從
ひ
て
、
勢
賃
を
し
て
或
豫
定
の
牽

に
由
り
て
其
標
準

勢
賃
額
よ
り
上
下
せ
し
む

る
方
法
な
り
。
此
方
法
は
英
国
の
炭
坑
及
ひ
冶
金

工
場

に
於
て
屡

々
採
用
せ
ら
れ
、
勢
　

資
協
調
に
敷
あ
る
も
の
な
り
。
撚
れ
ε
も
是
亦
利
潤
配
分
方
法
ε
同
視
す

へ
き
も
の
に
非
す
。

以
上
列
記
せ
る
諸
方
法
は
概
し
て
勢
働
者

の
能
力
功
程

に
射

し
て
支
彿
ふ
所
の
報
酬
に
し
て
、
雇
主
が

一
且
此

等
支
給

の
約
束
を
爲
す
時

は
、
利
潤
の
有
無
大
小
に
拍
は
ら
す

、
必
ず
之
を
支
彿
ふ
可
き
も
の
な
り
。
暴
れ
其
利

潤
配
分
方
響

異
な
る
所
以
な
り
。
爾
洗
等
の
外

に
利
潤
配
書

往
々
混
同
せ
ら
み
る

=
.
　の
例
に
し
て

ル
。
ワ
.

ボ

ー
リ

ユ
ー
氏
及

ひ

シ
ユ
ロ
ツ

ス
氏
等

の
翠
ぐ

る
所

の
も

の
を
示
す

へ
し
。

論

叢

労
働
栗

協
調
方
普

し
て
の
利
潤
配
分
(
一)

第
+
二
巻

(鶴

號

=

)

五
〇
九



論

叢

勢
働
資
本
協
調
方
法
書
し
て
の
利
潤
配
分

(
一
)
.

第
十
二
巻

(第
四
號

一
二
)

五

}
O

リ

ド

㈲

雇

主

か
其

勢
働
者

の
貯

金
を
預

か
り
、

之
に

黝

し
て
百

分
五
乃

至
六

の
利
子
を
附

し
、
叉
は
此

等

の
預
金

を

其
會
肚

の
株

に
振

り
替

ふ
る

こ
ご
あ
b
。
蓋

し
此

方

法
は
、
或

は
雇
主

の
労

働
溜

に
封
ず

る
親
切

に
基

づ
く
あ

り
、
叉

は
之

に
依

り

て
雇
主

か
其
運
軸

資
本

の
充
實

を
謀

る
こ
ご
も
あ

る

へ
し
。
然
れ

こ
も
此
方

法
は
勢

働
者

に

取
り
往

々
危

険
を
來
す

こ
ε
あ

り
。
前
掲

テ

ル
・
ノ
ア

ル
會
肚

の
倒
産

の
場
合

の
如

き
は

即
ち

是

に
し

て
取
回
會

肚

は
勢
働
者

の
預
金

の
全
部
を
喪
失

し
た
り
き
。
且

此
方
法

に
依
b
て
勢
働

者

の
受
く
る
所

の
利
子
叉

は
利
益

配

當
は
預
金
音

叉
は
株
主

の
資
格

を
以

て
受
く

る
所

の
も

の
に
外
な
ら
げ

し
て
、
決

し
て
勢
働
者

の
資
格

を
以

て
受

.

く
る
勝

の
利
潤
配

分
ざ
同

説
す

へ
き
あ

の
に
非

さ
る
な
b
。

(前
掲

ル
ロ
ワ
・
ポ
ー
リ

ユ
ー
兵
書

六
〇
三
頁
参
照

)
。

⑥

シ
ユ
ロ
ツ
ス
氏

の
翠

く
所

の
例
は
、
英

国
の

一
工
業
會
祉

(竃
Φ
圏
「訟・
↓
岩
ぴq
団
。
9

ご
日
津
。山
塞
σq
冒
。Φ諾
)

か

其
勢
働
春

に
五
十
傍

の
肚

債
を
閥
興

し
、

之

に
封

し

て
年
末
毎

に
百
分
五

の
利
子

を
支

鋤

ひ
、
若

し
彼

か
年
内

に

死
亡

し
た
る
場
合

に
は
彼

の
家
族

叉
は
其

代
表
者

に
元

金

を
償

還
す

る
方
法

な
り

`
す
。
此
他

同
氏

は
利
潤
配
分

に
似

て
實

は
異
な

る
者

の
例

ビ
し
て
、
雇
主

か
其

事
業

の
利
潤

の
牽

に
何
等
關

係
な
き
或

一
定
額

の
金

員
を
醸
…m
[

し
て

、
勢
働
者

の
爲

に
種

々
の
設
備

を
寫
す

こ
ご
、
例

へ
は

「貯
蓄

及

ひ
養
老
基
金
」

(甲
。ぐ
箆
Φ
喜

pロ
α
℃
2
・・一8

周
目
駐
)
の
如

き
を
翠

け
た
b
。

〔U
p
く
置

『

ω
。三
島
9

冨
①窪
。
駐

o
h
冒
島
⊆ゆ三
巴

匁
①ヨ
巨
Φ話
ぼ
o
旨"
悼
a
.
目
o
民

o昌

團。。
燈
や

㍗

同
案

)

の

最

後

に
利
潤
配
分

に

似

て

非

な

る

者

の

例

ε

し
て

翠

く

へ
き
は
、
謂

ゆ
る

不
定
賞
金

(三
号

属
目
口
鉾
①



び
8
冨
)
な
り
。
こ
れ
は
雇
主

(個
人
又
は
會
肚

)
か
豫

め
支
給
額
を
定
め
す
、
年
度
末
又
は
舟
半
期
に
任
意
に
額
を

定
め
て
・
役
員
及
ひ
勢
働
者

に
興
奮

所
の
賞
典
な
書

す
。
米
国
聾
者
ギ

ζ

ン
氏
は
之
を
利
潤
配
分
の
例
中

に
敷

ふ
れ
ざ
も

「
沓

ワ
・
ボ
ー
リ

ユ
ー
」
ヲ

言

ッ

ス
」
「
フ

・
ム
ノ

ご

諸
氏

は
之

に
反
謝

せ
り
。

フ
ニ

メ

氏

は
其
蓄

中
に
於
森

羅

募

四
賀
書

し
て
、
鮒
。一
、
勢
働
者
に
配
分
せ
ら
る
へ
き
絡
讐

利
潤
の
豫

　

　

定

せ
る
部

分
な
る

こ
ε
。
第

二
、
其

組
額

は
豫
足

せ

る
割
合

を
以

て
配

分
を

受
く

る
権

利
あ
る
各

労
働
者

に
配

分

せ
ら

る

へ
き

こ
蓬
。

を
掲

げ
た
り
。

(
Ω
穿
話

昌

勺
δ
津

uっ
討
含

⑳
"
℃
■
ω
。。
。。
己
。。
騎

=
皿
コ
膏
ず

「
「。
日
ヨ
①
「樋
Ω
。
三
昌
昌
、

げ
。
昏
∩=
蒔
毛
σq
層
訂

囲℃
N
固

目
。。
・。
①
参
照

}。

此

フ

ロ
ム
メ

ル
氏

の
意

見

は
千
八

百
八
十
九
年
巴

里

に
開

か
れ

た
る

「
利
潤
配

分
方

法
国
際

會
議
」
(第

一
節
参

煕

)
に
於
て
有
力

に
支
持

せ
ら

れ
、
同
會
議

の
列
席

者
即
ち
利
潤

配
分
方
法

の
主
張
者
及

ひ
之

か
實
行
者

た

る
實

業
者

よ
り
成

る
諸
人
は
全
會

一
致

を
以

て
左

の
如

き
利
潤

醜
男

の
定
義

を
下
し
π
り
。

・・一p
o。
ヨ
・。匪

言

一一σ
器
目
窪
酔
8
鵠
Φ匿

9

嚇
二

忘

器
=
①
一-o
ロ<
「【2

2

羅
已
覧
o器

話
ゆo
一[
⊆器

駆
再
匹
①
σ
9
歌
6
2

無
骨2
ヨ
ゴ
ゆ
o
α
、四話
詩
。.-.

〔『
任
意

に
同
意

し
セ

る
規
約

に
し
て
、
之

に
依

り
て
勢
働

者
又
は
雇
員

は
豫

足

せ

る
利
潤
…の
.一
部

を
受

く
る
も

の
な

り
)

此

定
義
は
蓋

し
簡

に
し
て
而

か
も
要

を
得

陀
b
、
故

に
余

は
更

に
蛇

足
を
添

ふ
を
好
ま

さ
れ

ε
も
、
ル
ロ
ワ
・
ボ

ー
リ

ユ
!
氏
及

ひ

シ

ユ
ロ
ソ
ス
氏

の
定
義

は

】
暦

詳

密

に
し
て
、
譲

者

の
理
解

に
便

な

る
を
信

ず

る
を
以
て
、
左

0

論

叢

労
働
資
本
協
調
方
法
ミ
し
て

の
利
潤
配
分
(
一
)

第
+
二
巻

(第
四
號

一
三
)

五

=

、



論

叢

算
勘
資
本
協
調
方
法
こ
し
て

の
利
潤
配
分
(
『
)

第
+
二
巻

(第
四
號

】
四
)

五

一
二

ぼに
之

を
澤
出
す

へ
し
。

〃
ロ
ワ
・
ボ
ー

リ

ユ
ー
氏
は
曰
く
『
置
(正
な

る
利
潤

配

分
の
場

合

ε
し
て
敷
ふ
可
き
者
は

、
雇
主

か
勢
働

者

に
黝

し
て
、
彼
等

の
勢
賃

の
外

に
、
事
業
年
度
末

に
算

定

せ
ら

れ
た
る
利
潤

の
中

よ
り

、
其
豫

足

せ
る
且
知
ら

れ
π

る

部
分
を
與

ふ

る
こ
ε

の
協

定

に
外
な
ら
す
」

ご
。

(前

掲

同
氏
書

六
〇
四

頁

)。

シ
ユ
ロ
ッ
ス
氏
は

曰
く

「
利
潤
配
分

を
適

當

に
定

義
す

れ
は
、

=
雇
主

か
彼

の
勢

働
者

ご
同
意

し
た

る

一
協
定

に
し
て
、
勢

働
者

は
彼
等

の
勢
働

の
部

分
的

報
酬

の
中

ご
し
て
、
及
ひ
彼
等

の
通
常

の
勢
賃

に
加

へ
て
、
彼

の
事

業

の
利
潤

の
中

よ
り
豫
足

せ

る
分
ケ
前

を
受

く

へ
き

こ
ご
を
定

め
た

る
も

の
な

り
』
ご
。
〔前
掲
同

氏
書

一
五
六
頁

)

此
二
定
義

は
大

同
小
異

な
れ

ε
も
、
藪

に
注
意
す

へ
き
事
は

シ
ユ
ロ
ッ

ス
氏

は
利
潤

配

分
を
以

て
労
働

の
部
分

的
報
酬

の
中

(写

場
三
巴

器
ヨ
雪
①
声
誉
○
コ
o
{
昏
。一「
『
ぴ
2
こ
ε
見
倣

し
、

ル

ロ
ワ
・
ボ

ー
リ

ユ
ー
氏

は
毫

も
此

事
を

言

明
せ

さ
る
の
難
な

り
ε
す

。
蓋
し

シ

ユ
ロ
ッ
ス
氏

は
明

か
に
勢
働
者

の
擢
利

の
方

に

重

き
を

催

き
、

ル

ロ
ワ
・

ボ

!
リ

ユ
ー
民
は
暗

に
企
業
者

の
好
意

の
方

に
重
き

を
置
く

か
爲

に
、
斯

の
如

く
語
調
を
異

に
す

る

に
至
れ

る
な

ら

む
。
利
潤
配
分
方

法
の
起
原
及
ひ
其
戦
蓬

の
初
期

に
就

て
考
察
す

れ
は
、
此
方

法
は
實

に
企
業
者

の
好

意
親
切

よ
り
出

て
た

る
為
竃

も
疑

を
容

れ
す
。

而
し
て
之

ご
同
時

に
雇

傭
勢

働
者

の
利
盆

は
即

ち
雇
主

の
利
益

ざ
な

る
こ

ε
の
確
信

及
ひ
其
實
現

か
此
方

注

の
施
行
、
維
持
及

ひ
傅
播

を
促

か
し
た

る
も

の
な
り
ざ
す
。
果

し
て
然
ら

ば
、

此
方

法
を
蟹

行
す

る
場
合

に
於

て
、
雇
主

か
漫

り
に
慈

善

を
標
榜

し
、
勢
働

者

に
恩
を
着

せ
る
如

き
態

度
に
出
て

!



焉

ん
か
、
必
ず
彼
等
の
鰍
録
及
ひ
反
抗
心
を
惹
起
す

へ
く
。
文
勢
働
者
の
側

に
於
て
も
、
前
掲

シ
ユ
コ
ッ
ス
氏
の
謂

へ
る
如
き
、
利
潤
の
配
分
を
以
て
、
自
己

の
受
く

へ
き
當
然
の
灌
利
ご
駕
す
黙
の
み
を
重
税
し
、
之
を
要
求
主
張

す
る
に
の
み
に
離

せ
ん
か
、
必
ず
雇
ま

の
感
情
を
害
し
、
彼
を
し
て
此
方
注
の
織
綾
を
躊
躇

せ
し
む
る
に
至
る

へ
し
。
故

に
余
は

シ
ユ
ロ
ッ
ス
氏
の
定
義
の
圭
角
あ
る
も
の
よ
b
は
寧
ろ

ル
ロ
ワ
・
ボ
ー
リ

ユ
i
氏
の

定
義
の
渾

然
た
る
も
の
を
挿
む
も
の
な
り
。

、

以
上
論
述

せ
る
所
に
水

つ
き
、
試
み
に
余
の
定
義
を
下
す

こ
ど
左

の
如
し
。

利
潤
配
分
ご
は
企
業
者

か
其
雇
傭

せ
る
役
員
及
ひ
勢
働
者
に
封
し
、
企
業
よ
り
生
す

る
利
潤
の
豫
定
せ
る
部
分

を
配
分
す

る
こ
ε
の
協
定
な
り
。

第
三
節

利
潤
配
分
の
理
論

金
は
前
節

に
於
て
、
利
潤
配
分
を
重
に
形
式
上
よ
り
考
察
し
、
之

に
似
て
實
は
異
な
る
所
の
各
種

の
割
増
勢
賃

賞
金
、
預
金
利
子
、
其
他
施
與
等
に
就
て
詳
述
し
、
最
後
に
利
潤
配
分
の
定
義
を
下
し
て
、
略

ほ
形
式
上
の
説
明

ほ

　

　

む

　

モ
ウ
チ
エ
フ

を
畢
れ
り
・
今
や
本
節

に
於
て
は
實
質
上
よ
り
考
察
し
、
利
潤
配
分
の
動
念
、
又
は
理
論
の
根
操

に
就
て
辯
明
す

る
所
あ
ら
む
ε
欲
す
。

シ
言

ッ
ス
氏
は
英
書
の
『
利
潤
配
分
の
理
論
』

(穿

穿

。
・Σ

「
穿

霧

藍

西

9
曽
只
。
.
N。
)
ご
題
す
る

章
忙
於
て
、
雇
主
か
利
潤
配
分
を
實
施
し
砦

動
念
を
基
馨

し
、
利
潤
配
分
を
左
の
四
・
叩
蓼

駕
し
守

。

論

叢

勢
働
資
本
協
調
方
法
ε
し
く
の
利
潤
配
分

〔
こ

第
+
.二
巻

(第
四
號
.

一
五
)

五

=
一一

、



(5)(4)(3)(2》(1ア

論

叢

勢
働
資
本
協
調
方
法

芝
し
て
の
利
潤
配
分
(
こ

第
十

二
巻

(第
四
號

奨

働

的

配

分

(
。・駄
目
巳
話

℃
舞

5
8

ま

巳

賄

賂

的

配

分

〔
げ
ユ
σ
ω

囲

a

評

註

8

)

延

引

的

配

分

盆

Φ
諭
「
「&

B

a

め
爵

二
〇
昌
)

消

極

的

配

分

(
ヨ
ぎ
窃

o
「

需

σq
眠

話

窟

「
け
5
∩
p
仲闘。
ε

降

伏

的

配

分

(
し。
異

議
民

Φ
『

忌

吋二
野

p
θ
δ
口
)

一8

王
西

シ
ユ
ロ
ッ
久
氏
の
選
み
だ
る
冬
構
、
及
ひ
氏
の
議
論
は
頗

る
圭
角
な
り
、
且
甚
た
辛
辣
に
し
て
、
世
の
似
非
企

業
者

の
陋
劣
な
る
心
術
を
指
摘

し
、
攻
撃
す
る
に
於
て
毫
も
猶
豫
寛
假
す
る
所
な
く
、
讀
み
去
り
讀
み
凍
り
て
大

に
痛
快
を
鍋
ゆ
。
撚
れ
ξ
も
謂
ゆ
る
齊
を
愛
し
て
魯
ξ
駕
し
、
魯
を
化
し
て
道
に
至
ら
し
む
る
激
導
的
鋤
奨
的
態

度
に
乏
し
き
は
、
余
輩

利
潤
配
分
宣
傳

に
志
す
者
の
最
も
遺
憾
ε
す

る
所
な
b
。

　

　

む

む

む

氏
の
謂
ゆ
る
漿
顧
的
配
扮
ご
は
、
學
者

か
屡
々
模
範
例
ε
し
て
引
離
す
る
所

の
巴
里
家
屋
塗
飾
師

ル
ク
レ
ー
ル

オ

モ

へ

氏
の
實
施
し
た
る
方
法
な
り
。

ル
ク
レ
ー
ル
は
以
欝
ら
く
、
.若
し
彼
の
各
雇
傭
勢
働
者
を
し
て
現
在

よ
り
人
な
る

熱
心
及
ひ
智
力
を
以
て
働
か
し
め
、
原
料

の
滑
耗
を
節
約
せ
し
め
、
及
ひ
道
具
を

一
層

大
切
に
取
扱
は
し
む
る
様

に
指
導
し
得
る
疎
剛
は
、
彼
は
現
在
得

つ
つ
あ
る
よ
り

】
層
人
な
る
利
潤
を
得

へ
き
や
必
せ
り
。
此
新
た
に
壇
加

し
た
る
馴
潤
の
全
部
を
彼
等
に
與
ふ
ご
も
、
彼
に
は
損
失
な
く
、
而
し
て
若
し
彼

ご
彼
等
ε
の
間

に
分
配
せ
は
両

方
共

に
利
金
を
享
く

へ
し
.し
。
此
考
よ
り
彼
は
千
八
百
四
十
二
年

に
當
塒
彼
の
雇
傭
勢
働
渦
中

の
重
要
部

(
三
百

"

「



人
中
の
四
十
四
人
)
に
謝
し
て
、
利
潤
配
分
を
断
行
し
た
り
。

セ
ド

レ
ー
。'7
ー
ロ
γ
氏
に

依
れ

ば
千
八
百
四
十

二
年

に
は

[
萬

「
千
八
百
八
十
六
法
即
ち
英
貨
に
換
算
し
て
四
百
七
十
五
傍
を
配
分
し
、
各
人
李
均
は
十
傍
な
り

　レ

ド

き
。
爾
後
増
加
せ
る
勢
働
者

に
謝
し
て
室
多
く
の
配
分
を
篤
し
、
千
人
百
四
十
二
年
乃
至
四
十
七
年
の
⊥
ハ
年
間

の

総
配
分
額
は
年
半
均
七
百
五
十
膀
に
し
て
、
勢
働
者
藪
卒
均
八
十
人
の
間

に
分
配
せ
ら

れ
忙
り
。
而
し
て
此
方
法

の
外
に
〃
ク
レ
ー
ル
氏
は
千
八
百

二
十
八
年
よ
り
嬰
働
者
の
爲
に
共
済
組
合
を
組
織
し
た
る
か
、
氏
か
千
八
百
四

十
二
年
利
潤
配
分
方
法
を
創

め
だ
る
よ
り
其
残
年
千
人
百
七
十
二
年
に
至
る
三
十
年
間
に
於
て
、
氏
か
此
共
済
組

合
及
ひ
勢
働
者
に
配
分
し
だ
る
利
潤
の
綱
領
は
四
萬
四
千
榜
よ
り
少

か
ら
ず
、
而
も
氏
は
四
萬
八
千
榜
の
遺
産
を

残
す
を
得

た
り
。

由
基
観

之
、

ル
ク
レ
ー
ル
氏
の
利
潤
配
分
方
法
は
元
來
氏

の
好
意
よ
り
獲
し
た
る
も
.の
に
て
、
之
に
由
り
勢
働

者

の
徳
義
及
ひ
能
率
を
高
め
、
生
産
費
を
節
約
し
、
斯
く
し
て
得
た
る
利
潤
の
増
加
を
以
て
、
勢
働
者
を
利
し
、

自
己
も
亦
盆
を
得
た
る
も
の
に
し
て
、
實

に
経
済
上
の
利
己
道
徳
上

の
善
ε
を
兼
ね
た
る
も
の
な
り
。

シ
ュ
ロ
ッ

　

む

　

り

　

む

　

ス
氏
が
之
を
呼

ん
で
奨
断
…的
配
分

ε

い
ふ
は
、
余
窃

か

に
真
意

の
蓋

さ
さ
る
も

の
あ
る
.を
威
す
、
榔苧
ろ
之
を
共

益

む

む

　

的

配

分

`

い

ふ

の

至

當

な

る

を

厩

ゆ

る

も

の

な

り

。

(
しり
㊦
ら
遭

目
弾
覧
o
「
・
中

o
窯

ω
ぴ
騨
含

σq
・
[
o
巳

8

H
。。
。。
挙
・
℃
H
-
戯

)
。

ほ

む

む

　

　

次
に
シ
ユ
ロ
ッ
ス
氏

の
謂
ゆ
る
賄
賂
的
配
分
は
、
企
業
者
か
其
勢
働
春
を
し
て
勢
働
組
合
の
勢

力
の
圏
外
篤
立

た
し
め
、
之
に
加
入
せ
し
め
す
、
少
く
ぜ
も
組
合
の
企
つ
る
所

の
同
盟
罷
工
に
加
櫓
せ
さ
る
こ
ε
を
條
件
ご
し
て

`
論

叢

労
働
資
本
協
調
寝

ピ
し
て
の
利
潤
配
分
(
こ

第
+
二
巻

(第
四
號

一
七
)

五
「
五

ト

」



辱

.
論

叢

労
働
資
本
協
調
方
法
ざ
し
て
の
利
潤
配
分
(
一
)

第
十
二
巻

〔第
四
號

一
入
)

五
=
ハ

.
利
潤

配
分
を
約
束
す

る
如

き
場
合

を
指
す
。

む

む

む

む

む

次
に
謂
ゆ
る
延
引
的
配
分
は
、
或
會
肚

か
其
業
務
の
秘
密

の
漏
洩

を
防

ぎ
、
又
は
退
肚
せ
る
肚
員
及
ひ
勢
働
者

か
現
存
せ
る
競
争
的
事
業
に
加
入
し
叉
は
新

に
之
を
計
蚕
す
る
の
危
険
を
豫
防
す

る
爲
に
、
彼
等
を
引
留
る
策

ε

し
て
、
彼
等
の
爲
め
に
利
潤

の

一
部
を
積
立
て
て
貯
金
、
養
老
資
金
等
ξ
駕
す
方
法
を
指
す
。

つ
　

り

む

ロ

む

次
に
消
極
的
配
舜
ε
は
、
以
上
の
三
者

ε
は
大
に
其
性
質
を
異
に
し
、
利
潤
配
分
の
形
式
を
具

へ
て
其
貴
賓
を

鉄
く
も
の
な
り
。
即
ち
雇
主
か
利
潤
配
分
を
條
件
ε
し
て
、
通
常

の
弊
賃

を
過
少

に
支
給
す
る
場
合
是
な
り
。

む

む

む

む

む

最
後
に
、
謂
ゆ
る
降
伏
的
配
分
婆

亦
前
者
の
如
く
形
式
を
具

へ
て
實
質
を
敏
く
も
の
に
て
、
前
者

の
饒
b
少

し
を
與

ふ
、に
反

し
て
、
此
は
絵

り
多

く
を
興

ふ
る
も

の

な
り

、
即
ち
利
潤
配

分
に
加

へ
て
恩
恵
的
給
輿

を
寫
す

場

合

な
b
ざ
す
。

ロ

む

む

む

む

む

む

む

む

　

以
上
列
記
せ
る
四
種
の
中
内
第

一
の
者
即
ち
共
蓋
的
配
分
即
ち

シ
ユ
切
ソ
ス
氏
の
謂
ゆ
る
奨
顧
的
配
分
を
除
き

其
他
は
、
共
に
中
正
を
失
し
、
猥
り
に
権
謀
術
敷
を
弄
し
て
、
却
て
勢
働
者
の
嫌
厭
不
平
を
招
き
、
叉
は
鯨
り
に

慈
恵

に
過
ぎ
て
、
彼
等
の
丞
・等
的
地
位
を
害
し
.
自
尊
心
を
傷
り
、
然
ら
さ
れ
は
乞
巧
的
依
頼
心
を
助
長
す

へ
し

欧
米

に
於
て
此
等
の
中
正
を
失

へ
る
方
法
か
多
く
永
繍

せ
す
、
叉
は
失
敗

に
畢

り
た
る
は

固
よ
り

怪
む
を
須
ゐ

.
,5

・
.

。
o
o

す
。
故
に
余
か
利
潤
方
法
を
我
國
企
業
者
に
勧
奨
す

る
に
方
り
て
は
、
此
等
中
正
を
失
ふ
も
の
和
捨
て
て
共
益
酌

む

む

む

む

配
勇
方

法
を
探
ち
む

こ
ご
を
切
望

せ

さ
る
を
得

す
。
然

る
に
藪

に
余

の
意
外

ご
で

る

所

の
も

の

は

ル
ロ
ワ
・
ボ
ー

.

幽



　

む

む

ロ

む

む

り

ユ
ー
氏
の
如
き
佛
國
経
済
學
盾
の
泰
斗

か

一
概
に
利
潤
配
分
方
法
を
以
て
墨
型
上
の
根
振
(冨
げ
瑠
o
ω。δ
5
仲臨
ρ
口。
〕

を
歎
く
ε
爲
す
所

の
説
な
b
ざ
す
。
氏
は
必
ず

し
も
漿
腸
的
共
益
的
配
分
の
場
合
を
蔑
幌
せ
す
。

ル
ク
.レ
ー
ル
の

事
蹟
に
就
て
は
敷
菰
反
覆
詳
説
す
る
所
あ
り
。
撚
れ
ε
も
要
す
る
に
氏
は
彼

の
成
功
を
以
て
稀
有

の
場
合
に
し
て

特
別
の
事
情

に
基

っ
べ
も

の
こ
爲
す
。
氏
は
彼
の
成
功
を
以
て
新
獲
明
者
の
成
功
に
比
較
し
、
彼

か
他

に
率
先
し

て
此
方
法
を
創
め
で
、
世

の
好
評
を
博
し
、
朝
野
の
註
文
蝟
集
し
た
る
薦
め
、
彼
の
跡
を
追

ふ
て
同
方
法
を
探
り

π
る
同
業
者

よ
り
は
遙
に
人
な
る
成
功
を
牧
め
得
た
b
ξ
諭
し
。
且
彼
の
職
業
の
性
質
か
此
方
法
を
採
用
す

る
に

.恰
適
す
れ
ε
も
其
他
の
職
業

に
就

て
は
、
斯
の
如
き
學
理
的
枳
櫨
を
鉄
く
も
の
よ
り
は
、
他
の
簡
輩
直
戯
な
る
方

法
、
例

へ
は
前
節
に
列
叙
し
た
る
賞
金
割
増
等
に
由
り
て

一
層
人
な
る
効
果
を
牧
む

る
を
得

へ
し
ど
諭
し
た
り
。

氏

か
彼

の
職
業
即
ち
家
屋
塗
飾
業
を
以
て
此
方
法
を
採
用
す

る
に
萢
當

ご
認
敵
る
理
由
は
、
職
工
か
諸
庭
札
散
在

し
て
働
く

か
故
に
彼
等
の
勢
働
時
間

の
勤
怠
、
仕
事
振
り
の
精
粗

、
原
料
消
耗

の
濫
否
、
及
道
具
使
用
の
善
悪
を

監
督
す
る
こ
ε
困
難
な
る
事
情
是
な
b
。
而
し
て
氏

か
此
方
法
を
以
て

疲

に
畢
理
的
根
擦
々
缺
乏

爲
す
理
由
.

.

は
下
の
如
し
。

『
凡
そ
利
潤
は
、
成

る
外
部
事
情

よ
り
生
す

る
不
慮
の
利
得

の
部
分
を
除
き
、
企
業
者
よ
り
生
す

る
も
の
な
り
、

詳
言
す
れ
は
彼

の
考
案
計
書
よ
り
生
し
、
決
し
て
勢
働
者
よ
b
生
す
る
も

0
に
井
窟
。
彼
か
補
助
役
員
及
ひ
総
て

の
雇
員
を
選
任
す
る
は
、
亦
彼

の
計
畿
の
技
倆

に
騙
す
。
撚
れ
ε
も
彼

の
雇
員
特
に
雇
傭
労
働
者
は
、
資
本
に
俘

論

叢

勢
働
資
本
協
調
方
響

し
て

の
瓢
湖
配
分
(
一
)

第
+
二
巻

第

四
號

】
九
)

五

一
七

一一L.



論

叢

労
働
資
本
協
調
方
法
ε
し
て
の
利
潤
配
璽

こ

第
+
二
巻

第
四
號

二
〇
)

五
天

ふ
企
業
輕
管
の
糎
力
を
奪
ひ
、
又
は
彼
等
及
ひ
雇
員
か
資
本
主
の
資
格

に
於
て
行
動
す
る
に
非

さ
れ
は
、
決
し
て

考
案
諾
諾
(8
p
。瑠
仲ぜ
蚕

8
日
文
話
【。・o話
)
即
ち

二
百
を
以
て
す

れ
は
取
締

(α
ぎ
∩け～§
)
の
任
務
に
當

る
も
の
に

非
す
。
而
し
て
此
等
の
任
務
は
利
潤
の
出

て
來
る
所
の
根
源
な
り
。
或

る
不
慮

の
事
情

に
由
う
て
影
響

せ
ら
る
る

場
合
を
除
き
て
之
を
見
れ
ば
、
凡
そ
利
潤
を
生
む
も
の
は
企
業
者

の
能
力
手
腕
な
り
。
損
失
を
招
く
も
の
は
彼

の

無
能
過
失
な
り
」

ル
ロ
ワ
・
ボ
ー
リ

ユ
一
兵
は
更
に
進
み
で
近
隣
同
様
の
こ
企
業
者
即
ち

目
Φ
嘆
㌣
三
9
話

會
肚

ξ

胃
マ
ヨ
5
団
會
肚

ざ
を
例
謹
し
」
両
會
肚
共

に
略
同
様
な
る
弊
働
者
を
使
役
し
た
る
に
、
前
者
は
失
敗
し
後
者
は
成
功
し
π
ε
は
、

其
原
因
圭
ε
し
て
首
脳
者

の
能
力
の
優
劣
に
由

る
ご
断
言
し
て
、
遂

に
結
論
を
下
し
て
曰
く

「
學
理
的
分
析
及
ひ

.實
際
の
経
験
に
依
る
に
商
工
企
業
の
利
潤
帥
ち
組
て
の
年
牧
人
よ
b
総

て
の
年
支
出

(
中
に
総
て
の
積
立
金
を
含

む
)
を
控
除
し
た
る
純
益
は
軍
に
企
業
者
の
能
力
よ
b
生
す

る
も
の
な
り
ご
す
れ
は
、
勢
働
者

に
謝
す

る
利
潤
配

冴
の
方
法
は
、

一
般
制
度
ε
し
て
は
、
學
理
臨
模
櫨
を
鉄
く
.も
の
な
る
や
明
な
b
」

ご

.

(穿

F

・
・。率

b,
邑

夏

目
・慧

ぼ野

量

器

鬼

℃
翼

韓

咲

ゆ§

。
ヨ
…な

。
屋

ρ
昼

ひ㊥寧

日
。
B
自

も

§

由

。
)

む

む

む

む

　

此

ル
ロ
ワ
・
ボ

ー
リ

ユ
ー
氏

の
考

は
果

し

て
正
賞

な
り

ゃ
。
企
業
者

か
謂

ゆ
る
奨
顧

的
配

分
を
貴
行

し
起

る
場
合

に
於

て

、
利
潤

の
増

加
す

る
こ
ε
あ

る
は
、
既

に
氏

の
認

む

る
所

、
而

し
て
少
く
ご
も
此
利
潤

の

】
部

に
勤
し

て

勢
働
者

か
分
前

を
受
く

べ
き
正
賞

の
理
由

あ

る
は
亦

氏
の
認

む
る
所
な
り
。

唯
氏

は
斯

の
如

き
.場
合
を

特
別

の
事

・



O

情
の
下
に
の
み
存
在
す
思

考
し
二

股
に
利
潤
の
成
立
要
素
中
に
勢
働
な
一
、
唯
優
秀
な
る
企
業
能
力
あ
る
の

み
ε
諭
し
、
附
註
を
下
し
て
少
し
く
補
足
す
る
所
あ
砺
。
曰
く
『
余
輩
似
成

る
特
別
の
事
情
.
例

へ
は

一
の
鑛
山

彙
に
向

て
鑛
層
の
豊
富
及
ひ
整
齊

か
利
潤
の

一
原
因

ε
な
り
得

へ
き
如

さ
事
を
否
認
す
る
も
の
に
罪
す
。
撚
れ
ε

も
、
此
場
合
ε
て
も
余
輩

か
藪
に
指
示
す
る
法
則
に
劃
す
乃
例
外
を
成
す
も
の
に
非
す
。
何
ε
な
れ
は
此
事
は
企
.

業
者

の
考
察
及
ひ
先
見
の
誤
ら
さ
b
し
を
讃
す
る
も
の
な
れ
は
な
り
。
縦
令
域
場
合
に
於
て
冒
険

か
考
察
の
正
し

む

む

　

む

　

む

き

こ
ε
よ
り
も
多

く
の
部
分
を
青

む

る
こ
`

あ
る

へ
き
も

、
資
本

は
紹
て

の
不
良
な

る
運

命

の
責

任
を
負

ふ
か
故

に
・
攣

の
浮

禦

謬

の
利
潤
を
享
く

ヘ
ミ

の
な
り
・
若
・
然
ら
・
れ
・
人
類
の
親

及
・
行
爲
の
鮒
鵡

の
均
衡

は
破

る

へ
し
』

巴
。

(前
掲

書
六
〇
七
頁
及
六

〇
八
頁

下
話

)。

,

由
是
親
之
・
ζ

ワ
・
ボ
ー
リ
†

氏
は
利
潤

の
要
素
中
に
企
業
能
力
の
生
産
物
の
外

に
場
倉

よ
り
幸
運
に

因

る
も
の
あ
る
を
認

め
、
而
し
て
幸
運
に
因
る
利
潤

ε
錐
も
、
凋
b
企
業
者
の
み
の
受
く

へ
き
も
の
に
し
て
、
勢

働
者
の
分
前
を
許
す

へ
き
も
似
に
非
す
、
何
ε
な
れ
は
否
運
に
因
る
損
失
は
猫
b
企
業
者
の
債
権

に
締
す

へ
き
も

の
な
れ
は
な
り
ε
主
張
す
る
な
り
。
斯
く
諭
し
來
る
ご
き
は
結
局
、
利
潤
配
分
は

一
般
の
場
合
に
於
て
、
企
業
者
.

.

の
當
然
受
く

へ
き
財
貨
を
、
企
義
者
の
好
意
に
本

つ
く
豫
定
の
協
約
に
依
り
て
、
勢
働
者
か
其
當
然
受
く
る
充
分

な
る
勢
賃
の
外
に
於
て
受
く
る
所
の
恩
恵
的
贈
與

ご
な
る

へ
七
。

余
惟

ふ
に
此
論
定
は
誤
れ
り
。
実
れ
企
業

に
利
不
利
あ
る
は
固
よ
り
論
を
喉
元
す
ご
錐
も
、
其
利
潤
あ
る
場
合

論

叢

労
働
資
本
協
調
方
蒼

し
て
の
利
潤
配
分
二

)

策
士

悪

露

四
號

三
.
)

五
一
九

,



論

叢

労
働
資
本
協
調
方
督

し
て
の
利
潤
配
分
三

第
+
二
巻

(第
四
號

一三
)

五
二
〇

に
於

て
、
利
潤
中

に
毫

も
勢
働

に
驕

す

へ
き
部

分
な

し
ご

の
断
定

は
當
ら
す
。
余

輩
は
固

よ
り
「
マ
ル
ク

ス
」
等
肚

會
主
義
者
の
利
子
利
潤
の
総
て
を
以
て
無
償
勢
働
の
結
果
即
ち
醗
剰
償
讐

思
考
す
る
説
を
大
に
謬
れ
書

す
紅

も
の
な
る
は

ル
.ロ
ワ
.
ボ
ー
ソ

ユ
ー
氏
寺
に
同
し
ε
難
も
、
利
潤
中
に
労
働
者
の
分
前
を
受
く

へ
き
部
分
な
し
ざ

す

る
此

の
考
に
は
從
ふ
を
得
す
。
余
か
嚢

に
本
誌
に

「
勢
賃

の
経
済
的
及
ひ
道
徳
的
性
質
」
の
題
下
に
屡

々
反
覆

し
た
る
如
く
、
自
由
競
争

の
行
は
る
場
合

に
於
け
る
労
賃

の
最
大
限
は
勢
働
の
生
産
力
に
し
て
、
其
最
小
限
は
勢

働
者
の
生
活
基
準
な
り
。
實
際

の
勢
賃

は
此
面
黙
の
問
を
動
揺
す
、
而
し
て
此
瓜
黙
及
ひ
勢
賃
は
固
定
せ
す
し
て

甚
だ
弾
力
性
に
富
め
を
.
ど

は
、
同
論
交
の
最
終
節

に
於
て
詳
論
し
た
る
所
な
b
。
通
常
の
場
合

に
於
て
、
實
際

の
勢
賃
は
其
生
産
力
に
全
然
A
口致

せ
す
し
て
、
こ
れ
よ
り
下
位
に
在
る

ヘ
ー
、
而
し
て
此
差
は
企
業
者
の
利
潤
の

一
部
を
成
す

へ
し
。
若
し
企
業
者

に
し
て
勢
鋤
の
生
産
力

に
透
き
勢
賃
を
與

へ
ん
か
、
勢
働
者
の
生
産
力
は
爲
に

奨
顧
せ
ら

れ
て
、
再
ひ
こ
れ
ご
労
賃
ε
の
差
を
大
な
ら
し
め
、
而
し
て
此
差
は
叉
利
潤
ぞ
人
な
ら
し
む

へ
し
。
企

業
者

か
通
常

の
勢
賃

の
外
に
各
種

の
割
増
賞
金
等
を
加
給
し
た
る
場
合
は
必
ず
前
沈
…の
如

き
結
果
を
生
す

へ
く
、

而
し
て
利
潤
配
分
方
法
を
協
定
し
た
な
場
合
に
於
て
も
亦
熬
り
ε
す
。
果
し
て
然
ら
ば
企
業
者
か
軍
に
通
常

の
勢

賃

の
み
を
支
沸
ひ
た
る
場
合
ε
、
此
外
に
割
増
及
ひ
賞
金
等
を
與

へ
た
る
場
合
ご
、
叉
利
潤
配
身
方
注
を
行
ひ
た
.

る
場
倉

に
論
?

、
荷
も
企
萎

か
利
潤
を
得
た
・
謄

、
此
利
潤
巾
に
蕩

の
生
産
力
に
締
す

へ
き
部
分
を

包
含
す

る
や
明
な
り
。
但
し
其
何
れ
の
部
分
が
企
業
者

の
能
力
に
耀

し
、
何
れ
の
部
身
炉
企
業
の
幸
運
に
締
し
3

'

屡



農

又
其
何
れ
の
部
分
か
勢
働
の
生
産
力

に
賺
す

へ
き
か
は
、
恰
も
肉
菜
汗
の
風
味
の
疫
を
其
各
材
料

に
割
嘗
て
て
測

定
す
る
能
は
さ
る
如
く
、
到
底
精
確

に
割
嘗
て
て
測
定
す
る
を
得
さ

る
な
b
。
果
し
て
然
ら
ば
利
潤
配
分
方
法
に

於
て
・
豫

め

一
定
の
利
潤
に
謝
し
、

一
定
の
牽
を
勢
働
者
に
配
當
す

る
こ
墓

協
定
す

る
は
「
蜜
礫
土
至
當
に
し

て
且

便
宜

な

る
の
み
な
ら
す

、
勢
賃

及

ひ
利
潤

の
學

理
上

動

か
す

可
か
ら

さ
る
根
撮

あ
る
も

の
ξ
謂

ふ

へ
き
な
り
。

學

者
往

々
利
潤
配

分
方
法
を
非

難

し
、
勢

働
者

か
企

業

の
危

険

を
負
播
す

る

こ
ε
な

く
し
て
、
企
業

の
利
潤

の

配
分

に
與

か
る

の
不
修

理
な

る
を
指
摘
す

。
此
意
見

は

ル
ロ
ワ
・ボ

ー
リ

ユ
ー
氏

か

否
運

の

損

失
を
負

措
す

る
企

業
者

は
當
然
幸

運

の
利
潤
を
占
得
す

へ
し

ε
の
意
見

ε
相
表
裏

す

る
も

の
な
り
。
.勢
働
者

か
利
潤

の
配

分
を
受
く

へ
き
理
由

は
既

に
説
明

し
た
り
、
而

し
て
近
隣

同
様

の
甲

乙
二
企
業
者

か
同
壕
よ

る
勢

働
者
を
各

々
使
役
七
て
、

生
産

に
従
事

し

て
、
甲

は
成

功
し
て
大
利
潤

を
得

た
り

ε
す
.れ
は
」
莫
大

利
潤
中

に
甲

に
蹄
す

へ
き
も
の
多

き
は

論
を
鹸

π

さ
れ

ε
も
、
嚢

に
述

へ
た

る
理
由

に
由
b
勢

働
者

の
受

く

へ
き
部
分
も
亦
決

し
て
少

か
ら

さ
る

へ
し
、

,且
同
様
な

る
勢

働
者

ご
難
も

、
優

秀
な

る
雇
主

の
下
に

在
り
て

は
劣
悪
な

る
企
業
者

の
下
に
在

る
よ
b
は

、
知
ら

す
識

ら
す

其
生
産
力

を

一
層

張
裂

に
獲
撮
す

へ
き

理
由

あ
ザ

ε
す
。

又
乙

眠
失
敗

し
て
大
損
失
を
蒙

り
た
り

巴
す

れ
は

、
甲

の
勢
働
者

ぎ
生
産
力

同
様

な
り

し
勢
働

者
は

、
劣
等
な

る
企
業
者

の
下

に
就

き
た

る
爲

め
、
其

當
然
得

へ
.か
b
し
利
潤

の
配
分

を
得

さ

る
こ
ε
ε
な
る
。

暴
れ

猶

ほ
可

な
り
、
彼

等

は
往

々
其
企
業
者

に
預

け
入
れ
た

る

貯
金

を
全
然
喪
失
す

る
こ
ε
、

ル
ロ
ワ
・
ボ
ー
ゾ

ユ
ー
氏

か
指
摘

せ
る
ナ

ル
・
ノ
ア
ー

〃
曾
　肛
の
如

き
場
合

め

る

へ

論

叢

舞
働
資
本
協
調
方
法
ε
し
て
の
利
潤
配
分
(
こ

第
+
二
巻

(第
四
號

二
三
)

重

三

,

9

,



論

叢

勢
働
資
本
協
調
方
法
こ
し
て
の
利
潤
削
分
コ
)

第
十
二
巻

(第
四
號

二
四
)

五
二
二

し
。
果
し
て
然
ら
ば
、
企
業
者
濁
り
企
業
上
の
危
険
を
負
推
し
て
、
労
働
者
は
負
憺
.せ
す
ご
の
説
の
謬
れ
る
は
明

明
白

々
な
り
。

勢
働
者
の
負
播
す

へ
き
危
険
は
、
曹
に
其
當
熱
愛
く

へ
き
利
潤

の
配
分
を
受
く
る
.を
駕
す
、
及
ひ
往
々
彼
等
か

其
雇
主

に
供
託
し
た
る
預
金
を
喪
失
す

る
に
止
ま
ら
す

し
て
.、
雇
主
か
成
功
せ
さ
り
し
場
合

に
於
て
彼
等
は
解
雇

せ
ら
れ
又
は
失
職
す
る
こ
蓬
多
く
、
之
か
矯
め
に
彼
等
は
飢
餓
の
厄

に
逢

ふ
ご
ε
あ
り
。
大
企
業
者
か
倒
産
し
だ

る
場
合
は
、
固
よ
り
人
な
る
悲
劇
を
伸

ふ

へ
し
`
蹉
も
、
多
く
の
場
合

に
就
て
通
観
す
る
に
、
彼
等

か
有
限
責
任

の
株
式
組
織
に
依
り
、
又
は
自
己
の
財
産
を
親
族
其
他

の
名
義
し
豫
め
攣
更
す

る
手
段

に
依
り
、
其
他
有
ら
ゆ
る

.

方
法
に
依
り
て
、
萬

一
失
敗
倒
産
の
厄

に
遭

ふ
こ
ε
あ

る
も
、
彼
等
及
ひ
其
家
族
は
快
適
な
る
生
活
基
準
を
維
持

す

る
を
通
常
ε
す
。
之
に
反
し
て
、
雇
傭
勢
働
者
に
し
て
解
雇
の
厄
に
遭
ひ
、
失
職
の
難
に
當
ら
む
か
、
彼
等
は

直
ち
に
飢
餓
に
瀕
す

へ
し
。
然
ら
ば
則
ち
勢
働
者

の
負
憺
す
る
所
は
、
企
業
者
の
質
権
す

る
所
の
危
険
よ
り
は

一

属
大
な
る
も
の
あ
り
ε
謂
ふ

へ
き
な
り
。

以
上
論
述
し
た
る
所
を
約
説
す
れ
は
、
利
.潤
配
分
方
法
は
形
式
上
は
固
よ
り
通
常

の
勢
賃
及
ひ
種
々
の
割
増
賞

金
ざ
異
な
れ
ε
も
、
其
實
贋
上
に
於
て
は
、
企
業
者
の
利
潤

の

　
部
を
構
成
す

へ
き
も
の
な

る
か
故
に
、
企
業
者

か
利
潤
配
分
方
法
に
向
て
行

ふ
は
、
蕾

に
學
理
上

根
擦

あ
る
の
み
な
ら
す
、
實
施
上
必
要
適
當

の
方
浸
な

り
ご
.

す
。
要
す
る
に
、
利
潤
配
分
の
理
論

に
關
し
て
は
、

シ
ユ
ロ
ッ
ス
氏
の
説
は
企
業
者
の
譎
詐
な
る
心
術
を
獲
く
に



隔

意

に
し
て

、
眞

正
な

る
方
法

を
世
界

に
鋤
興
す

る

に
親

切
な
ら
す

。
ル
ロ

ワ
・
ボ

ー
.リ

ユ
ー
氏

の
意

見

は
、
蓋

し
勢

賃
生
産
力
説

に
拘
泥
し
て
、
企
業
者

畜

賃
(
割
増
及
ひ
賞
金
を
含
む
)
の
形
式
を
以
て
彼
の
事
業
年
度
内

に
支
彿

コ

ひ
た
る
額
は
、
勢
働
者

の
生
産
力
a
完
全
な
る
代
償
な
る
か
の
如
く
思
考
し
、
實
際
多
く
の
場
合
に
於
て
利
潤
の

一
部
に
勢
働
生
産
力
に
締
す

へ
き
も
の
残
留
す

る
を
看
過
し
た
る
峡
黙
あ
る
も
の
の
如

し
。
果
し
て
然
ら
ば
利
潤

配
分
方
法
は
學
理
上
玉
當
な
る
根
.撮

あ
り
、
且
實
施
上
通
當
な
る
も
の
ε
謂

ふ
可
き
な
つ
。
(未
完
〉

論

叢

舞
働
資
本
協
調
方
法
こ
し
て
の
利
潤
配
分
〔
こ

第
十
二
巻

(第
四
號

二
五
)

玉
二
三

F


